
傾聴ライターになる前に

「おもいで栞を作ります」と相手を訪ねても、相手はなんだかよくわかりません。
戸惑ってしまうことでしょう。
そこで、まず、自分の「おもいで栞」を作ってみましょう。
自己紹介としても、「こんなものを作るんですが、ご協力いただけませんか」と
会話の導入にも使えます。

名前、生年月日、なじみのある土地、趣味、興味など　　

自分をあらわすエピソードを考えましょう。

自分の写真を入れておくと、

相手は顔を覚えやすくなります。

自己紹介用の栞なので、パッと読めるものを作りましょう。

認知症の方のなかには、

長い文章を読むことが苦手な方もいらっしゃいます。

一文は短めに。

全部で 300 文字程度がいいでしょう。

書く内容を決めよう1

２

３
写真を入れよう

文章を書いてみよう

自
己
紹
介
版
「
お
も
い
で
栞
」
を
作
ろ
う
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仲間同士で作り合う
傾聴ライターに興味をもつ仲間同士で、お互
いをインタビューし合い、「おもいで栞」を作
り合うのもいいでしょう。
「聴く」ということ、他人の人生をまとめること、
また、自分自身の人生を聴かれるという体験が
できます。
書いてもらったことは、自分の話したかったこ
とですか。
ちょっと違うこともあるはず。
内容を確認してもらい、修正するのも大事なコ
ミュニケーションです。
認知症の方の「おもいで栞」を作るときに、
より役立つでしょう。

辛い経験を聴くと、思い出すこと
なかには、想像もつかないような辛い経験を
乗り越えてこられた方もいらっしゃいます。
その経験を話してもらうことは、ご本人にとっ
て果たしてよいことなのだろうかと悩むときが
あります。
相手の様子をうかがいながら、「大変な経験を
されてきた」「よく乗り越えてこられた」と気
持ちを受け止めましょう。
その姿勢がまずは大切なのではないかと思い
ます。

発展編

文章と写真を用意したら、

より読みやすい「おもいで栞」になるように

整理していきましょう。

A4見開きで、片方に写真、片方に文字を。

文に集中できるように、写真と文は分けて入れます。

文字は大きめに、

漢字にふりがなをふるのもよいでしょう。

まとめよう

４
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